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　著者は前報(1965)においてジュウシマツＵｒｏｌｏｎｃｈａ ｄｏｍｅｓtｉｃａの卵殻形成率，すなわち卵重
量に対する乾燥卵殻重量比についての観察の一部を報告したが，さらにここに卵殼形成率と産卵聞
隔との関係につき調査を行なったので報告する．
　さきに著者の提起したジーユウシマツにおける産卵間隔の変動に関する仮説(1963 a, b, 1964。
1965),すなわち
　　次回産卵予定時刻は前卵産卵より
　　　　Ａ十α時間後　　この場合，Ａは卵の卵管内通過に要する最低所要時間（一定時間）.
　　　　　　　　　　　　αは卵の卵管内における‘滞留許容時間（Ｏ～一定時間で可変）．
であるとの考えに立ち，ジュウシマツは卵管内での滞留許容時間のα時間の範囲内で産卵時刻を変
動させうるものと考えた．なお前記報文(1963 a, b, 1964)よりそれぞれ
Ａ 20時間35分
　　　　α･’‘‥･‥‥‥‥‘　Ｏ時間～６時間33分
であることも判明している．
　いま前報(1965 a）にて報じた如く，前卵産卵後９時間30分以後の次回産出予定卵はすでに卵管
子宮部uterine portion に到達しており，卵殼蓄積が始まっている．産卵が前卵産卵後９時間30分
以後に誘起されれば，卵は子宮部に滞留する時間の長短に応じて一産卵が早く起れば滞留時間は
短かく，また卵殻は軟かく，逆に産卵が遅くなれば滞留時間は長く，卵殼は硬い，一卵殻の形成
の差があると考えられる．
　実験的に点灯処理を行なうことにより，いわゆる“日の出時刻”を早め，あるいは遅らせること
により産卵時刻を調節し，その場合の産出卵の卵殻の形成を比較検討してみた．
　前報文の場合と異り，同一鳥の産卵間隔を延長あるいは短縮した際，卵殻の重量比がそれに応じ
て変動するか否かにつき特に観察を行なった．
　本文に入るに先立ち，終始実験馬の飼育管理ならびに,観測に協力援助を賜った当教室学生，岡野
香，小田浩一の両君に深甚の謝意を表明する次第である．
材料及び方法
　一連の前報文(1962～1965)の場合と同様に当教室にて孵化し飼育した孵化後８ヶ月～３年のジ
ュウシマツＵｒｏｌｏｎｃｈａｄｏｍｅｓtｉｃａを実験に使用した．
　既報(1962)の産卵時刻測定装置を使用し，産卵時刻の確認出来た卵を取出し，卵重量秤量後卵
黄及び卵白を水洗除去し，卵殻’（卵殼膜を含む）を50°Ｃ定温器内にて５時間以上乾燥させ，卵殻
重をTorsion balance にて秤量した．卵殼形成率は乾燥卵殻重の全卵重量に対する比を％で示し
た．
　本実験は30番60羽の鳥において, 1964年８月より1965年８月の間に行なったものである．
＊
本研究は昭年39年度，文部省科学研究費によって行った，ここに明記して感謝の意を表明する．
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　　実験結果並びに.論議
【観察１】自然条件下の同一鳥におけ'る卵殻形成率
　前報文(1965)においてジュウシマツの自然日照条件TFにおける卵殼形成率は161例において平
均5.70±0.526であると記述した．しかしこの比率は鳥の個体差を考慮に入れなかった故，その形
成率は4.40～6.93までの幅があった．著者の現在までの飼育経験上，ジュウシマツは単に個体によ
る卵形の差異のみならず，卵の大小，卵殻の硬軟のあること’が判明している．
　いま自然条件下においては，産卵間隔は平均24 : 00時間であることが知られている（増田, 1962)
が，各個体による24時間間隔産出卵の卵殻形成率は如何なるものであるかを測定した．
　　　　　　　　　　　　第1表　産卵間隔24時間における卵殻形成率,の個体差
鳥番号
14Ｒ
12Ｒ
?????????????? ??? ???
????
20Ｒ
28Ｒ
記録数
????
?????? ?
19
31
30
25
????
33
12
22
????? ?
602
卵殻形成率
　平　　均
-
3.90土0.110
4.10士0.393
4.10土0.047
4.19士0.322
4.22士0.106
4.27士0.099
4.43士0.117
4.50
4.50土0.306
4.53土0.108
4.59土0.245
4.66士0.023
4.68土0.400
4.69土0.291
4.71士0.333
4.75士0.270
4.80土0.042
4.88土0.174
4.91士0.121
5.00土0.229
5.02士0.278
5.06士0.404
5.06士0.139
5.10士0.331
5.28土0.225
5.34士0.459
5.36士0.201
5.37士0,294
5.51±0.409
最小～最大
3.56～4.15
3.60～4.85
4.03～4.21
3バ17～4.69
3.90～4.36
4.06～4.58
4.12～4.78
3｡90～5.41
4.29～4.81
■4.23～5.37
4.60～5.13
3.77～5.20
4.00～5.15･
4レ14～5.49
4.18～5.38
4.61～5,16
4.62～5.44
4.69～5.09
4.57～5.57
4.12～5.49
4.15～5.77
4.36～5.36
4ｸﾞ45～5.68
4.80～5.67
4.41～6.64
5ﾚ07～5.65
4.｡93～6.13
4.53～6.12 '■
卵重El:　mg
最小～最大
-
1151～1207
　931～994
1242～1272
　948～995
1100～1247
　945～!075
　989～1168
　　　1223
　956～1170
1044～1191
　887～1019
1037～1117
　990～1091
　816～1041
　981～1104
1027～1199
　995～1233
1094～1228
1126～1364
　908～1011
　897～1151
1049～1296
972～1133
933～1041
869～1102
829～973
・941～1004
930～1126
1013～1137
　第１表に自然条件下の産卵間隔約24時間における卵殼形成比の個体差を示した．観察鳥の卵殻形
成率は全観測例602卵において，最小3.47 (8 R)～最大6.64 (4 R)の間にあり，木表より明ら
かな如くジュウシマツはそれぞれ個体によりほぽ一定の重量の，またほぽ一定の卵殻形成率をもっ
た卵を産むものであることか判明した．すなわち，大卵(L300mg前後）を産む個体（例えば11
R）は殆どの産卵時には大卵を産みつづけ，また小卵(900mg前後）のみを産みつづける個体（例
えば４Ｒ）もあった．
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　30番の観察鳥の卵殻形成率は平均して，最大5.51 (28R),最小3.90 (14R*)であり，個体によ
り卵殻の形成比率に差異のあることか判明した．なおこの場合，卵重の大小と卵殻形成率との間に
は何等相関関係は認められず，例えば極めて小卵のみを産む４Ｒが卵殻比は木であり，逆に太卵の
みを産出した26Rの卵殼は極めて軟弱なものであったりした．卵重量と卵殻形成率との関係を示す
ため第１図に一部の鳥の実測値を示しておいた．
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第１図　産卵間隔24時間における卵重量と卵殼形成率との関係
1300
Ｈ　【実験１】週期的に１日長を長短に変更させた場合の卵殻形成率の変動
　前観察より，ジュウシマツにおい･ては個体により卵殻形成の比率には差異があるが，一定時間毎
の産卵，すなわち産卵間隔が一定してさえおれば馬はその個体特有のほぽ一定した卵殼形成率を示
すことが明らかとなった．
　しからはその鳥特有の卵殻比は常に一定であり変更させることは不可能であろうか．人為的に産
卵間隔を変動させた場合，その卵殻は間隔に応じて硬く，または軟かくなるものであろうかの疑問
を解明する目的で以下の如き処置を行なった．
　週期的に，“日の出”を遅らせその翌日は早めることにより結果的に24時間以上の長日，24時間
以下の短日の交互繰返しの起る様に点灯処理の操作を行なった．本実験の場合
　　　　第１日　　“日の出”は自然条件，“日の入り”も自然
　　　　第２日　　“日の出”.は点灯を行なうことにより午前１時または２時＊＊（深夜より夜明け
　　　　　　　　　まで点灯），“日の入り”は自然
を繰り返し‥鴎は第１日は自然日の出後の午前５時～５時30分頃の間に産卵し，第２日は深夜点灯
後午前１時30分頃より３時頃までの間に産卵させる様にした．すなわち実験馬の産卵間隔は１日長
の長短に応じて，隔日に延長・短縮を繰り返したわけで，一般に観察馬は22時間前後と26時間前後
に交互に産卵を行なった．
＊　14Rは全観察期間中19卵産卵したか，有殼卵は４卵のみで，他の15卵はすべて無殼軟卵のみであった.
＊誉　夏季と冬季により，“日の出時刻”が相当に変動するので，夏季は午前１時，冬季は午前２時に点灯する
　様にした．
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第２表　週期的Ｒ;産卵間隔を変勁させた場合，連産時の卵殻形成比の変勁
鳥番号
??????
11Ｒ
13Ｒ
15Ｒ
17Ｒ
18Ｒ
19Ｒ
20Ｒ
25Ｒ
28Ｒ
　　　　　　　　　　　卵殼形成･率の変動記録
5.47-(4. 83)-5. 10　　　　　　　　｡、
(6. 01)-6. 15-(5､91)-5. 54-C4. 82)　(5. 49')-5. 82-(5. 30)-5. 22
　　(6.03)-6. 03-(5. 24)-5. 14　　　　　6.29-C5. 69)-5. 60
(5. 31)-5. 37-(4. 76)
5.70-(5. 02)-5. 43-(4. 95)-5. 35:-(4. 57)　5. 59-C5. 45)-5. 62-(4. 93)
(5. 77)-5. 60-(5. 32)-5. 30　　‘(SL 36)-5.゜■50-(5.19)-5.31
5.69-(5. 42)-5. 52
(5.07)-5. 40-(4. 94)-4. 72
5.50－(5.00)－5.09　　　　5. 80-C5. 31)-5. 54
(5. 83)-6. 01-(4. 46)
5. 47-(4. 48)-S. 73-(4. 34)　5. 33-(5. 13)-5. 26
5.04-(4. 74)-5. 08
5.69-(4. 93)-4. 70
(5. 80)-5. 45-(5. 28)
5.62-(4. 54)-5. 27-(5. 45)
(5. 68)-7. 04-(5. 04)-5.17-(5. 09)-5. 07-ぐ4.84)
(5. 70)-5. 74-(4. 94)-5. 30-(5. 22)　　5. 58-(5.42)-5. 51-(4. 86)
　（　）内は短日処理時の卵殻形成率を，また（　）無きものは長日処珪時のものを示した．
　結果は期待の如く，同一馬においても産卵間際の長・短に応じて卵殻形成比も大・小と変化する
傾向がみられた（第２表）．この結果より前報(1965)にても一部述べた如く，ジュウシマツは卵
管内滞留時期が長くなった場合，卵殻形成率が大になることが再校明らかとなった．勿論，産卵間
隔の26時間前後（最大例26 : 40時間）のものは短日時の産卵間隔の22時間前後（最短例2卜45時
間）の場合のものに比較し卵殻形改率は大であった．
　実験期間中，30番において406例の産卵記録が得られた力ち単産及び２卵辿産例のみが多く，３卵
以上の迎産例は僅か24例のみしかなかった．
Ⅲ　【実験２】随時非週期的に１日長を交更した際の卵殻形成率の変動
　長期間週期的に“日の出”を早めまたは遅らせた場合，ジュウシマツは習慣的に産卵間隔を変動
させ，それにともない卵殻形成率も習慣的に変化するのではなかろうかと考え，実験１と平行して
不規則随時的に点灯・非点灯を行なう実験を試みた．
　実験馬は点灯時刻と密接な関係をもち産卵時刻にも遅速が起り，産卵間隔の延長した折には卵殻
形成率は大となり，間隔の短かい際には比率は小となり，実験１の場合と同様な変動の傾向を示し
た．
IV　【実験３】同一鳥における産卵間隔の長短と卵殻形成率の関係
　上述の実験１及び２の長日時及び短日時の１日長は約28時間あるいはiO時間と，一定にしてあっ
たが，本実験においては１日長を!9時間より毎日30分毎延長し最大28時間にまで及ぼす様に処理
し，これにともない同一馬において産卵間隔か順次伸長するが，その場合の産卵時の卵殻形成比が
時間間隔と関係をもつものであるか否かを検した。
　実験期間中に112例の産卵記録か得られたが，単産例が多く２卵以上の連産記録は71例のみで産
卵間隔は最短19 : 25時間，最長27 : 20時間の間であった｡
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　　　　　　　　　　第2図　産卵間隔の変動と卵殻形成率の関係
　第２図に示した一部の例よりも明らかな如く，産卵間隔か長くなるに従い卵殻形成率は大となる
傾向を示したが，ある一定時間を産卵間隔が超える頃になると幾分実験馬による個体差はあった
が，連産時の間隔が25 : 30時間～26 : 00時間前後に延長してより後は卵殻成長率に大きな変化か認
められなくなった．
　この事実は前報(1965 a)において一部報じた如く，著者の提起しだ産卵時刻決定に関する仮
説”のα時間，すなわち産出予定卵の卵管内滞留許容時間のうちの後半のα時間（卵管内を卵が通
過し，また卵管末端の子宮部に滞留する時回の合計が約24～25時間を経過した後の時間一一計算上
平均３時間強）は特に卵管内において卵殻形成か行なわれているものではなく，単に産卵を誘起さ
せる刺戟の与えられるのを待っている状態であることを証拠づけるものであると思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約
　ジュウシマツＵｒｏｌｏｎｃｈａｄｏｍｅｓtｉｃａの卵殻形成率（乾燥卵殻重量の全卵重量に対する比率）を
測定し，馬により個体差のあることを知った．ある馬は常時卵殻比が4.10程度の卵を産みつづけ，
またある個体では5.51前後の硬殻卵を産むことが明白となった．
　しかし，いま馬を人為的に長日・短日の規則的な繰返し，あるいは非週期的くりかえしの条件下
で飼育しその際の産出卵卵殻を測定すると，産卵間隔の長短に応じて卵殻形成事は大（産卵間隔が
長かった場合），あるいは逆に小（産卵間隔の短かかった場合）となった．すなわちジュウシマツは
自然環境下においてはほぽ一定硬度の卵殻をもつ卵を産み出すが，産卵間隔の長短，換言すれば卵
の卵管内での滞留する時間の長短により，卵殻の形成比率に変化のあることが判明した．
　なお，同一馬の産卵間隔の変動とその場合の産出卵卵殼形成比との関係を追究し，下記の事実が
判明した．すなわち，卵管内において産出予定卵は徐々にＣａが蓄精し，時間経過とともに卵殻は
その厚さと硬度をましていく．しかし卵管内での滞留時間か約24～25時間を経過するころよりは卵
殻の形成は殆ど停止するものと思われる．
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　　　　　　　　　　　　　　SUMIV!!ARY ，
Outer Environment Influenced on Oviposition in
　　　the Bengalees,Ｕｒｏｌｏｎｃｈａ,ｄｏｍｅｓtｉｃａ　　VI
Relation between egg-shell formation and laying interval
　The author made observations on ratios of egg･shell weight　to egg weight (RES)･in the
bengalees,び穴辺初演a dome?stica, and　investigated　into the correlation　between　RES and
the interval of continuous ovipositions｡
　The interval of egg-lay ings became longer, RES became larger ；i. e. , the egg-shell grew
more hard and thick while　the egg stayed in the oviduct and it indicated ａ constant ratio.
But the egg sojourned in　the oviduct over 24 to 2 5.hours, its RES did not increase. This
result conn firm eel the conclusion　described in　the previous report (1965) that formation of
egg-shell accomplished during about 24 to 25 hours.
